
東通村産品を使った料理教室を開催しました
　7 月 25 日（金）、東通村保健福祉センターにおいて、東通村との共催で料理教室を開催しました。
　むつ市在住の管理栄養士 野呂 浩子先生のご指導
のもと、旬の東通村特産品をふんだんに使った献立
に挑戦していただきました。
　参加者からは、「東通村の特産品の素晴らしさが分
かった」「機会があればまた参加したい」など、ご好評
をいただきました。
　これからも、地域の魅力を発見・体験できるイベ
ントを開催してまいります。
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原子力規制委員会 山中委員長が視察されました

　7月11日（金）、原子力規制委員会の山中 伸介委員長が、初めて当発電所を視察されま
した。
　今回の視察は、安全性向上の観点から実施される敷地造成計画範囲や原子炉建屋内を確
認することが主な目的として実施され、当日は、地質調査トレンチ、敷地造成計画範囲、
中央制御室、原子炉建屋内をご覧いただきました。
　視察後に山中委員長からは、「東通1号機の設計は基本的に女川2号機と類似であるが、
女川に比べ、出力が大きいことから、各設備の容量が少し大きい設計になるなどの違いが
認識できた。本日の視察は、今後審査する際の判断の参考になると思う」などのコメント
がありました。

原子力規制委員会による新規制基準適合性審査に対応しています

　東通原子力発電所1号機については、新規制基準適合性審査への対応に全力で取り組ん
でいます。

　6月27日（金）の審査会合では、敷地の南北を海抜17.0ｍにかさ上げして、基準津波※に
対する裕度を積み増しすることを説明し、概ね理解をいただきました。
　また、敷地造成により敷地の形状が変わることに伴う、基準津波の再評価方針について
も説明しました。基準津波の再評価結果については、
改めて説明することとしています。

　このほか、7月18日（金）の審査会合では、発電所
周辺にある火山が噴火した場合、火砕流や溶岩流など
が発電所に影響を与える可能性が十分に小さいこと、
敷地に降り積もる火山灰などを30cmと評価したことに
ついて説明し、概ね理解をいただきました。

　今後とも、再稼働に向け、新規制基準適合性審査へ
の対応に、しっかりと取り組んでまいります。

出典：国土地理院Globeデータ（航空写真）に一部加筆

日　時：8月31日（日）9：30 ～ 15：00
内　容：東通中学校吹奏楽部＆東通音楽クラブによる「サマーコンサート」
　　　　や「お化け屋敷」、「トントゥ商店～駄菓子やおもちゃの販売～」
　　　　などを予定しております。キッチンカーも集結！
　　　　詳細は、トントゥビレッジのホームページをご覧ください。

東北電力あがさいホール イベントのおしらせ8月の

「トントゥのサマーフェスタ～2025～」が開催されます！

東通牛や地まきホタテ、ウニなど、東通村の
特産品をふんだんに使った献立の数々

原子炉建屋を視察する様子

カラフルクラブ　presents

　　「こども縁日」を開催しました
地域を知る活動

　　　「夏秋イチゴ」を開催しました
　7 月 26 日（土）、あがさいホールにおいて、

「こども縁日」を開催しました。
　縁日でおなじみ
の、射的やお菓子
釣り、輪投げなど
のコーナーを設け、
多くの子どもたち
に楽しんでいただ
きました。

　7 月 6 日（日）、地域を知る活動「夏秋イチゴ」
を開催しました。
　参加者は、夏秋
イチゴを栽培して
いる合同会社ホク
ベジのイチゴ農園
と、加工・販売し
ているミルク工房
ボン・サーブを見
学しました。

合同会社ホクベジの村田 睦夫代表に
ご説明いただきました

時折行列ができるなど、多くの
来場者で賑わいました

カラフルクラブ　presents　カブトムシ・クワガタをつかまえよう！
日　時：8月17日（日）第1部10：00 ～／第2部11：00 ～　参加無料、事前申し込み不要
　　　　各回先着30名程度。当日のカブトムシ・クワガタの数により先着数が変動します
　　　　ので、ご了承ください。
対象者：お子さま、またはお子さま連れのご家族
内　容：昆虫の上手な育て方を楽しく学び、虫捕り体験に挑戦！
　　　　お子さま1人につき、カブトムシ・クワガタどちらか1匹をプレゼント（虫カゴ付き）

去年の「カブトムシ・クワガタ」
イベントの様子を、当社公式Xで
公開しています！

敷地造成計画範囲を視察する様子山中委員長による冒頭あいさつ

【敷地造成計画】

※基準津波：地震・地すべり・火山現象などにより発電所に襲来する
　津波の想定高さ。2024年2月の審査会合において、海抜12.1mの
　基準津波が「概ね妥当」と評価された。基準津波に対して、敷地高
　さ（海抜13.0m）に余裕が少ないことに対する、さらなる安全性向
　上の観点から「敷地造成」を計画。

【問い合わせ先】　東北電力（株） 東通原子力発電所　広報課
　　　　　　　　　Tel　0175ー46－3637 （受付時間：平日9：00～17：00）

美味しく見える盛り付けのコツを
教わる参加者の皆さん

イベントのおしらせ

イベント情報などが随時配信
されますので、ぜひ友だち登録
をお願いします！

ホームページはこちら！

トントゥビレッジ公式LINE
ができました！
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